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職務経歴書

青空　太郎　印
	1968年03月
	☆☆大学　経済学部　経営学科卒

	

	1968年04月～

1985年03月
	株式会社いろは商事
	

	
	
	東証二部上場　資本金5億円　社員100名　雑貨の輸入商社　設立1960年
	

	

	
	
	1968年04月～

1973年03月
	経理部
	最終役職：係長(部下2名)

	
	
	
	
	損益勘定の管理および売掛金・買掛金等のB/S勘定も行う。営業部の戦略会議にも参加し、営業の視点にたった経理業務を行った。



	
	
	1973年04月～

1984年03月
	営業第一部
	最終役職：次長(部下5名)

	
	
	
	
	欧州からの輸入雑貨を問屋に卸す業務に従事。売先だけでなく最終ユーザーである店頭顧客に対するマーケッティングを行い、消費動向を把握。結果に基づき欧州のサプライヤーと商品開発を行い会社の業績に寄与するヒット商品を作った。



	
	
	1984年04月～

1985年03月
	営業第二部
	最終役職：課長(部下8名)

	
	
	
	
	会社方針によりアジアからの輸入雑貨を商品開拓するも、納期遅れや不良品クレームにて、思惑通りの成果を挙げることが出来なかった。



	
	【退職理由】
	部門閉鎖に伴い管理本部への異動となり、営業の現場を続けたいと考えていたところに、主幹証券会社である㈱ＡＢＣ社に引き抜かれて転職を決意。

	

	1985年04月～

1998年03月
	株式会社ＡＢＣ
	

	
	
	外資系未上場　資本金1億円　社員50名　証券会社　設立1980年
	

	

	
	
	1985年04月～

1990年03月
	法人営業部
	最終役職：課長(部下5名)

	
	
	
	
	法人向けの株式や債権の販売を行う。年金基金の開拓により、バブル期という時期的な幸運もあったが、顧客数、取扱金額共に目標をはるかに上回る成果を挙げた。



	
	
	1990年04月～

1998年03月
	個人営業部
	最終役職：部長(部下20名)

	
	
	
	
	個人向けの株式の販売を行う。後半は景気減速に伴う個人消費の減少で、苦戦を強いられるものの、部長として予算達成を常に達成した。



	
	【退職理由】
	ヘッドハンティングにより○×建設の将来性と、主に担当することになる新規プロジェクトに魅力を感じ転職を決意

	

	1998年04月～

2001年03月
	○×建設株式会社
	

	
	　
	未上場　資本金50百万円　社員80名住宅建設会社　設立1970年
	

	

	
	
	1998年04月～

2001年03月
	営業企画室
	最終役職：室長(部下10名)

	
	
	
	
	新規プロジェクトとして、□□高原にリゾートマンションを建設。そのプロジェクトの計画段階から参加し、資金調達、現地の住民・役所との折衝、会員開拓営業まで総指揮をとる。



	
	【退職理由】
	業績不振により部門縮小。部下への退職勧奨に伴い、責任をとるかたちで自己都合退職。

	

	2001年04月～

現在まで
	求職活動中
	

	
	
	

	
	【自己啓発】
	失業保険を受給しながら、苦手分野であるパソコン(WORD・EXCEL)の習熟につとめ、現在はMOUS上級を受験勉強中。



	
	【就職活動】
	2001年12月までの就職を目指し、雑貨、建設業界の営業職に対象をしぼって活動中。2001年9月から2社面談し1社は断られたが、1社は結果待ちの段階。



	


自己ＰＲ

	【自己ＰＲ】
	一貫して営業職および営業管理職として業務に携ってまいりました。業界は貿易業界、証券業界、建設業界と異なる分野ではありますが、その中で法人向けの営業、個人向けの営業のどちらも経験していることが最大の強みだと考えております。

業界が異なっても、法人向けおよび個人向けのアプローチの方法は変わりがない部分が大きく、今後もその経験を活かしたノウハウを最大限活用していきたいと考えております。

また、法人向けの営業と個人向けの営業に関しても、相互に関係する部分が大きく、今後法人向けの営業に携る場合も個人向け営業での経験を活かすことが可能であると考えますし、その逆も然りだと考えております。

このような永年の営業経験のバックボーンには、社会人当初に培った経理的な思考があるため、その後の管理職においても、数字に強いプレイングマネージャーとして、営業戦略の立案だけでなく、プロジェクトの計画立案から銀行交渉などまで幅広く業務を遂行することが出来たと考えております。



	【資格】

【語学・ＯＡ】
	日商簿記２級（1969年）

英検２級（1969年）

ＴＯＥＩＣ750点（1985年）

ＥＸＣＥＬ、ＷＯＲＤ、ＰＯＷＥＲＰＯＩＮＴ


御社への志望動機

	【志望動機】

	　　御社が行われている法人向けの輸入玩具卸売の商売につきましては、昨今の少子化の世の中において斜陽産業と云われているようですが、小生は必ずしもそうとは考えておりません。絶対的な販売対象人口が少子化により減少していることは事実ですが、消費傾向としましては子供一人当りの消費金額の上昇傾向が今後も続いていくと考えております。日本全体での教育の再構築が叫ばれている現在に於いては、単なる娯楽玩具から知育玩具への大きな流れが一過性のものではなくなってきており、加えて健康志向、環境保護の企業姿勢が問われる世の中に確実に近付いていると考えております。

　　業界は、今後より一層淘汰の波に晒されることは必至だと考えますが、御社が今までに地道に積み重ねられてきた法人向け卸売営業に加え、他社に先駆けて開拓してこられた一般消費者向けの通信販売という二つの営業方針は、前述の世の中の流れに打ち勝っていくに違いないと考えております。また、御社創立からの企業理念である「なめても大丈夫な自然の原料を使い、親から子供へ継承できるおもちゃを販売する」は、今こそ消費者のこころを大きく揺さぶるものであり、御社の更なる飛躍を約束するものであると確信しています。この好機に微力ながらお手伝いをさせて頂きたいと思い、今回志望させて頂きました。宜しくお願い致します。




以上

